
（H28.８）

国立研究開発法人

結合領域 標的遺伝子

RXR
PPAR
RAR
VDR

核内受容体
転写活性化

微生物による有用物質の大量生産

ゲノム情報を利用した微生物の
有用物質生産遺伝子の同定

生理活性物質の生産遺伝子を迅速・正確に
発見できる方法の開発

17 丁目２番１号

日糧製パン

イトーヨーカドー

活性化石炭と寒冷地

微生物の活用

産学官連携推進室

http://www.aist.go.jp/hokkaido/



道内地域との共同研究：50％ 北海道センターとの共同研究件数（H28.4.1 現在）

●北海道
（札幌市、北広島市、江別市、函館市、
  小樽市、栗山町）

●関東
（東京都、千葉県、
  茨城県、埼玉県）

●東海（静岡県、愛知県）

●近畿
（大阪府、兵庫県、滋賀県）

●北陸
（石川県）

●インド

企業（11）

大学（9）

公的研究機関（2）

財団（6）大学（2）

国営（1）

企業（2）

大学（2）

公的研究機関（1)

企業（6）

大学（6）

公的研究機関（4）

財団（1）

企業（2）

大学（1）

　産業技術総合研究所（産総研）北海道センターは、

産総研の北海道拠点として社会に役立つ研究所を

目指して、研究開発と産学官連携の二つの活動の

充実・強化を進めています。研究開発は、「生物プ

ロセス研究部門」と「創エネルギー研究部門（メ

タンハイドレートプロジェクトユニット）」の二つ

の研究ユニットが担い、それぞれ世界最先端の研

究を目指しています。生物プロセス研究部門では

完全密閉型組換え植物工場に代表されるようなバ

イオテクノロジーを用いた新しい物質生産技術の

研究開発を、創エネルギー研究部門では日本近海

にも多く存在しているメタンハイドレートをエネ

ルギー資源として利活用する技術の研究開発を進

めています。これらの研究開発は、日本が抱えて

いるエネルギー問題や医薬品・農産物の効率的生

産に大きく貢献することを目指しています。

　産学官連携機能としては、北海道産学官連携研

究棟（ほっかいどう OSL）を中心として企業・大

学等との共同研究を進めるとともに、市内に札幌

大通りサイトを設置し、道内の産学官の主要機関

から構成される「リサーチ＆ビジネスパーク札幌

大通サテライト（HiNT）」と連携して、地域の技

術ニーズやシーズの把握、そして産総研の技術シー

ズの発信を積極的に進めています。

　また、北海道センターだけでは解決が難しい課

題に対しては、産総研が全国に有している他の９

つの研究拠点の研究開発力を最大限活用して、課

題解決を行っていく体制ができています。産総研

においては、①エネルギー・環境、②生命工学、③情

報・人間工学、④材料・化学、⑤エレクトロニクス・

製造、⑥地質調査総合センター、⑦計量標準総合セ

ンターの７つの領域の研究が行われており、多様

な技術課題に対応できるポテンシャルを有してい

ます。

　北海道センターは、産総研の北海道における先

端研究拠点として、かつ産業界との連携拠点とし

て、地域、日本、そして世界へ貢献できるように

努力しています。

生命工学領域

エネルギー・環境領域

創エネルギー研究部門

産学官連携推進室

メタンハイドレートプロジェクトユニット

H28.8.１現在

12５

共同研究テーマ数（H28）

（平成27年度）

（H27年度実績）

：2,728 名

：242 件

◆技術研修生の受入
・H27年度50名受入（内、専門学校生13名）

・専門学校生に対する技術研修「バイオテクニシャン育成事業」を研究ユニットと協力して実施

北海道センター

技術相談・
技術研修

ベンチャー
支援

見学

共同
研究

委託
研究

知的
財産
利用

HiNT

連携

技術
開発
支援

全国をカバーするAIST研究ネットワーク

産総研全国の10研究拠点
７つの研究領域

産総研と協力して
研究を進めたい。

産総研に研究して
ほしいテーマがある。

産総研の知的財産・
特許を基にベンチャー
企業を起こしたい。

産総研・北海道センターで
行っている研究について知りたい。

北海道OSL
共同研究・ベンチャー支援の拠点

わからないこと
困ったことを
相談したい。
研究に必要な
技術を習得
したい。

産総研の
知的財産に
ついて知りたい。

技術開発の支援を
してほしい。
情報が欲しい。

北海道センター
札幌大通りサイト

イノベーション
コーディネータ（IC）が常駐

HiNT事務局
AIST研究ネットワークと

HiNT産学官連携
ネットワークに
アクセス可能

産学官連携窓口

（R&Bパーク札幌大通サテライト）

・道内21機関で構成する

　技術支援窓口

・技術相談員が常駐

・特許・技術に関する

　情報提供

・行政の補助金等

　技術開発支援情報の提供

・支援研究機関の紹介

・セミナー室、

　オープンオフィスの提供

道内をカバーする
HiNT産学官連携
ネットワーク

バイオものづくりの推進
遺伝子組換え植物工場によるものづくり技術

物質生産プラットフォーム 環境バイオ技術開発

（研２９名、契２３名）

（研６名、契１８名）

札幌大通りサイト北海道センター札幌

総数
56件

20

14

7

14

1



道内地域との共同研究：50％ 北海道センターとの共同研究件数（H28.4.1 現在）

●北海道
（札幌市、北広島市、江別市、函館市、
  小樽市、栗山町）

●関東
（東京都、千葉県、
  茨城県、埼玉県）

●東海（静岡県、愛知県）

●近畿
（大阪府、兵庫県、滋賀県）

●北陸
（石川県）

●インド

企業（11）

大学（9）

公的研究機関（2）

財団（6）大学（2）

国営（1）

企業（2）

大学（2）

公的研究機関（1)

企業（6）

大学（6）

公的研究機関（4）

財団（1）

企業（2）

大学（1）

　産業技術総合研究所（産総研）北海道センターは、

産総研の北海道拠点として社会に役立つ研究所を

目指して、研究開発と産学官連携の二つの活動の

充実・強化を進めています。研究開発は、「生物プ

ロセス研究部門」と「創エネルギー研究部門（メ

タンハイドレートプロジェクトユニット）」の二つ

の研究ユニットが担い、それぞれ世界最先端の研

究を目指しています。生物プロセス研究部門では

完全密閉型組換え植物工場に代表されるようなバ

イオテクノロジーを用いた新しい物質生産技術の

研究開発を、創エネルギー研究部門では日本近海

にも多く存在しているメタンハイドレートをエネ

ルギー資源として利活用する技術の研究開発を進

めています。これらの研究開発は、日本が抱えて

いるエネルギー問題や医薬品・農産物の効率的生

産に大きく貢献することを目指しています。

　産学官連携機能としては、北海道産学官連携研

究棟（ほっかいどう OSL）を中心として企業・大

学等との共同研究を進めるとともに、市内に札幌

大通りサイトを設置し、道内の産学官の主要機関

から構成される「リサーチ＆ビジネスパーク札幌

大通サテライト（HiNT）」と連携して、地域の技

術ニーズやシーズの把握、そして産総研の技術シー

ズの発信を積極的に進めています。

　また、北海道センターだけでは解決が難しい課

題に対しては、産総研が全国に有している他の９

つの研究拠点の研究開発力を最大限活用して、課

題解決を行っていく体制ができています。産総研

においては、①エネルギー・環境、②生命工学、③情

報・人間工学、④材料・化学、⑤エレクトロニクス・

製造、⑥地質調査総合センター、⑦計量標準総合セ

ンターの７つの領域の研究が行われており、多様

な技術課題に対応できるポテンシャルを有してい

ます。

　北海道センターは、産総研の北海道における先

端研究拠点として、かつ産業界との連携拠点とし

て、地域、日本、そして世界へ貢献できるように

努力しています。

生命工学領域

エネルギー・環境領域

創エネルギー研究部門

産学官連携推進室

メタンハイドレートプロジェクトユニット

H28.8.１現在

12５

共同研究テーマ数（H28）

（平成27年度）

（H27年度実績）

：2,728 名

：242 件

◆技術研修生の受入
・H27年度50名受入（内、専門学校生13名）

・専門学校生に対する技術研修「バイオテクニシャン育成事業」を研究ユニットと協力して実施

北海道センター

技術相談・
技術研修

ベンチャー
支援

見学

共同
研究

委託
研究

知的
財産
利用

HiNT

連携

技術
開発
支援

全国をカバーするAIST研究ネットワーク

産総研全国の10研究拠点
７つの研究領域

産総研と協力して
研究を進めたい。

産総研に研究して
ほしいテーマがある。

産総研の知的財産・
特許を基にベンチャー
企業を起こしたい。

産総研・北海道センターで
行っている研究について知りたい。

北海道OSL
共同研究・ベンチャー支援の拠点

わからないこと
困ったことを
相談したい。
研究に必要な
技術を習得
したい。

産総研の
知的財産に
ついて知りたい。

技術開発の支援を
してほしい。
情報が欲しい。

北海道センター
札幌大通りサイト

イノベーション
コーディネータ（IC）が常駐

HiNT事務局
AIST研究ネットワークと

HiNT産学官連携
ネットワークに
アクセス可能

産学官連携窓口

（R&Bパーク札幌大通サテライト）

・道内21機関で構成する

　技術支援窓口

・技術相談員が常駐

・特許・技術に関する

　情報提供

・行政の補助金等

　技術開発支援情報の提供

・支援研究機関の紹介

・セミナー室、

　オープンオフィスの提供

道内をカバーする
HiNT産学官連携
ネットワーク

バイオものづくりの推進
遺伝子組換え植物工場によるものづくり技術

物質生産プラットフォーム 環境バイオ技術開発

（研２９名、契２３名）

（研６名、契１８名）

札幌大通りサイト北海道センター札幌

総数
56件

20

14

7

14

1



道内地域との共同研究：50％ 北海道センターとの共同研究件数（H28.4.1 現在）

●北海道
（札幌市、北広島市、江別市、函館市、
  小樽市、栗山町）

●関東
（東京都、千葉県、
  茨城県、埼玉県）

●東海（静岡県、愛知県）

●近畿
（大阪府、兵庫県、滋賀県）

●北陸
（石川県）

●インド

企業（11）

大学（9）

公的研究機関（2）

財団（6）大学（2）

国営（1）

企業（2）

大学（2）

公的研究機関（1)

企業（6）

大学（6）

公的研究機関（4）

財団（1）

企業（2）

大学（1）

　産業技術総合研究所（産総研）北海道センターは、

産総研の北海道拠点として社会に役立つ研究所を

目指して、研究開発と産学官連携の二つの活動の

充実・強化を進めています。研究開発は、「生物プ

ロセス研究部門」と「創エネルギー研究部門（メ

タンハイドレートプロジェクトユニット）」の二つ

の研究ユニットが担い、それぞれ世界最先端の研

究を目指しています。生物プロセス研究部門では

完全密閉型組換え植物工場に代表されるようなバ

イオテクノロジーを用いた新しい物質生産技術の

研究開発を、創エネルギー研究部門では日本近海

にも多く存在しているメタンハイドレートをエネ

ルギー資源として利活用する技術の研究開発を進

めています。これらの研究開発は、日本が抱えて

いるエネルギー問題や医薬品・農産物の効率的生

産に大きく貢献することを目指しています。

　産学官連携機能としては、北海道産学官連携研

究棟（ほっかいどう OSL）を中心として企業・大

学等との共同研究を進めるとともに、市内に札幌

大通りサイトを設置し、道内の産学官の主要機関

から構成される「リサーチ＆ビジネスパーク札幌

大通サテライト（HiNT）」と連携して、地域の技

術ニーズやシーズの把握、そして産総研の技術シー

ズの発信を積極的に進めています。

　また、北海道センターだけでは解決が難しい課

題に対しては、産総研が全国に有している他の９

つの研究拠点の研究開発力を最大限活用して、課

題解決を行っていく体制ができています。産総研

においては、①エネルギー・環境、②生命工学、③情

報・人間工学、④材料・化学、⑤エレクトロニクス・

製造、⑥地質調査総合センター、⑦計量標準総合セ

ンターの７つの領域の研究が行われており、多様

な技術課題に対応できるポテンシャルを有してい

ます。

　北海道センターは、産総研の北海道における先

端研究拠点として、かつ産業界との連携拠点とし

て、地域、日本、そして世界へ貢献できるように

努力しています。

生命工学領域

エネルギー・環境領域

創エネルギー研究部門

産学官連携推進室

メタンハイドレートプロジェクトユニット

H28.8.１現在

12５

共同研究テーマ数（H28）

（平成27年度）

（H27年度実績）

：2,728 名

：242 件

◆技術研修生の受入
・H27年度50名受入（内、専門学校生13名）

・専門学校生に対する技術研修「バイオテクニシャン育成事業」を研究ユニットと協力して実施

北海道センター

技術相談・
技術研修

ベンチャー
支援

見学

共同
研究

委託
研究

知的
財産
利用

HiNT

連携

技術
開発
支援

全国をカバーするAIST研究ネットワーク

産総研全国の10研究拠点
７つの研究領域

産総研と協力して
研究を進めたい。

産総研に研究して
ほしいテーマがある。

産総研の知的財産・
特許を基にベンチャー
企業を起こしたい。

産総研・北海道センターで
行っている研究について知りたい。

北海道OSL
共同研究・ベンチャー支援の拠点

わからないこと
困ったことを
相談したい。
研究に必要な
技術を習得
したい。

産総研の
知的財産に
ついて知りたい。

技術開発の支援を
してほしい。
情報が欲しい。

北海道センター
札幌大通りサイト

イノベーション
コーディネータ（IC）が常駐

HiNT事務局
AIST研究ネットワークと

HiNT産学官連携
ネットワークに
アクセス可能

産学官連携窓口

（R&Bパーク札幌大通サテライト）

・道内21機関で構成する

　技術支援窓口

・技術相談員が常駐

・特許・技術に関する

　情報提供

・行政の補助金等

　技術開発支援情報の提供

・支援研究機関の紹介

・セミナー室、

　オープンオフィスの提供

道内をカバーする
HiNT産学官連携
ネットワーク

バイオものづくりの推進
遺伝子組換え植物工場によるものづくり技術

物質生産プラットフォーム 環境バイオ技術開発

（研２９名、契２３名）

（研６名、契１８名）

札幌大通りサイト北海道センター札幌

総数
56件

20

14

7

14

1



（H28.８）

国立研究開発法人

結合領域 標的遺伝子

RXR
PPAR
RAR
VDR

核内受容体
転写活性化

微生物による有用物質の大量生産

ゲノム情報を利用した微生物の
有用物質生産遺伝子の同定

生理活性物質の生産遺伝子を迅速・正確に
発見できる方法の開発

17 丁目２番１号

日糧製パン

イトーヨーカドー

活性化石炭と寒冷地

微生物の活用

産学官連携推進室

http://www.aist.go.jp/hokkaido/



（H28.８）

国立研究開発法人

結合領域 標的遺伝子

RXR
PPAR
RAR
VDR

核内受容体
転写活性化

微生物による有用物質の大量生産

ゲノム情報を利用した微生物の
有用物質生産遺伝子の同定

生理活性物質の生産遺伝子を迅速・正確に
発見できる方法の開発

17 丁目２番１号

日糧製パン

イトーヨーカドー

活性化石炭と寒冷地

微生物の活用

産学官連携推進室

http://www.aist.go.jp/hokkaido/


